
 

 

 

 

国立大学法人横浜国立大学学長予定者の決定について 

 

 

平成２４年１１月２６日（月）に横浜国立大学学長選考会議は、意向投票を参考に、所信表明書

及び面接の結果を総合的に判断して審議した結果、人格が高潔で、学識が優れ、リーダーシップを

発揮し、責任を持って的確に国立大学法人横浜国立大学を運営しうる手腕を持つ者として、引き続

き、現学長である 鈴木 邦雄 氏を学長予定者に決定しました。 

任期は、平成２５年４月１日から平成２７年３月３１日までの２年間です。 

 

経  緯 

 

学長選考規則施行細則第３条第３項の規定に基づき、９月２６日(水)に学長候補適任者推薦委員会から

６名の学長候補適任者の推薦を受け、学長選考規則施行細則第４条の規定に基づき、学長候補者の意思確

認のうえ所信表明書の提出を求め、同５条の規定に基づき面接を実施し、学長選考規則第３条の規定に基

づき１０月２５日(木)の学長選考会議において、３名を学長候補者として選定しました。 

 学長選考規則第４条及び学長選考規則施行細則第７条の規定に基づき、１１月２２日（木）に意向投票を

行いました。 

  １１月２６日(月)の学長選考会議において、意向投票の結果を参考にして、所信表明書及び面接の結果

を総合的に判断して審議した結果、鈴木邦雄 氏は人格が高潔で、学識が優れ、リーダーシップを発揮し、

責任を持って的確に国立大学法人横浜国立大学を運営しうる手腕を持つ者であると認め、同人が引き続き次

期学長に最もふさわしいと判断いたしました。 

 

学長予定者 鈴木邦雄 氏（現学長）のコメント 
 

『 教育研究の質を一層向上させ、グローバル化や社会の発展に対応した存在感のある大学創りを推進し

ていきたい。 

また、神奈川・横浜に位置する国立大学の強みを生かし、グローバル化した社会・企業との連携を深め

て、アウェーで戦える力を持った実践的人材を育成していきたい。 』 

なお、略歴は、別紙のとおりです。 
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別 紙 

学長予定者に鈴木邦雄現学長が再任される 

 

 
本日（１１月２６日）の学長選考会議において、鈴木邦雄氏が 
次期学長予定者に再任されました。 
任期は平成２５年４月１日から２年間です。 
 

 

鈴木 邦雄（すずき くにお） 

昭和２３年１月生       

 

 

■主な経歴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■専門分野  生態学、環境マネジメント 

 

■公的活動  日本ユネスコ国内委員会委員 

（同自然科学小委員会委員長、同ＭＡＢ分科会主査）                 

神奈川県ユニセフ協会会長 

自然環境復元学会会長 

日本マングローブ学会会長 

山梨県環境影響等審査会委員 

NPO 法人自然環境復元協会副理事長 他 

 

■主な著書  『エコマネジメント入門』有斐閣選書（単著、１９９１） 

『多機能・複合型地域開発経営とエコロジーの共存』Ｋ－ＦＡＣＥ 

（共編著、１９９８） 

『環境共生型社会のグランドデザイン』ＮＴＴ出版(共著、２００３)          

『熱帯生態学』朝倉書店（共著、２００４） 

『マネジメントの生態学』共立出版(単著、２００６) 

昭和48年7月 横浜国立大学助手 環境科学研究センター 

昭和57月4月 横浜国立大学助教授 経営学部 

平成４年4月 横浜国立大学教授 経営学部 

平成９年4月 横浜国立大学経営学部二部主事・評議員 

平成11年4月 横浜国立大学 経営学部長 

平成13年4月 横浜国立大学教授 大学院環境情報研究院 

平成13年4月 横浜国立大学 大学院環境情報研究院長(学府長) 

平成18年4月 横浜国立大学理事(教育担当)・副学長 

平成21年4月 横浜国立大学 学長 




